予算要求資料
平成29年度当初予算　　　支出科目　款：土木費　　項：住宅費　　目：住宅総務費
	事業名　　新　建物状況調査等補助金　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　都市建築部　住宅課　住宅企画係　電話番号：058-272-8693
　　　E-mail：c11659@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　     5,000千円（前年度予算額：　0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	5,000
	2,250
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,750

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　近年、全国的に空き家が増加傾向にあり、適正に管理が行われていない空き家等が防災、衛生、景観等、地域住民の生活環境に影響を及ぼす事例が発生している。

　　　そのような状況下、利活用可能な空き家を含めた中古住宅の流通促進は、既存住宅ストックの活用と空き家の発生抑制に寄与するほか、ライフステージに応じた住み替え等による豊かな住生活の実現等、大きな意義がある。

　　　しかし、消費者は、中古住宅を購入する際に品質に対して不安を抱えていることが購入のネックとなっていることもあり、全住宅流通量のうち既存住宅の流通シェアは低い水準にある。
そのため、中古住宅が資産となる新たな住宅循環の役割を構築していくことが必要であり、インスペクション（既存住宅現況検査）による建物の劣化事象等の確認及び売買後のリスクと不安の解消を目的とした既存住宅売買瑕疵保険加入を、中古住宅の所有者へ促進していく。

なお、実施にあたっては、市町村の空き家バンク制度及び平成26年度に設置している空家等対策協議会等における不動産関係団体等とも連携を図りながら実施していくものとする。　　
　　　　
（２）事業内容

　　　県内の中古住宅の所有者が行うインスペクション（既存住宅現況検査）と既存住宅売買瑕疵保険料の費用に対し、県が補助を実施
　　　　
（３）県負担・補助率の考え方

一般財源：５５%、　国庫支出金（社会資本整備総合交付金）：４５%

（４）類似事業の有無
　　　無し
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	5,000
	建物状況調査等補助金

	合計
	5,000
	


	　決定額の考え方　




県単独補助金事業評価調書
	■  新規要求事業

	□  継続要求事業


	補助事業名
	建物状況調査等補助金

	補助事業者（団体）
	空き家所有者

	補助事業の概要
	（目的）既存住宅等の流通促進等

（内容）既存住宅現況検査等の実施費用の支援

	補助率等
	定額・定率・その他（例：人件費相当額）
（事業費の１／２以内）

	補助効果
	既存住宅ストックの活用、空き家発生の抑制

	終期の設定
	平成34年度

（理由）市町村空家等対策計画の計画期間は５年間であり、計画期間終了後に実績等を踏まえ見直し予定


（事業目標）
	


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
(H28年度末)
	目標
(H29年度末)
	目標

(終期)

	①市町村空家等対策計画の策定
	100％
	100％
	100％

	
	％
	％
	％


	
	H25年度
	H26年度
	H27年度
	H28年度
	H29年度

（要求）

	補助金交付実績
	千円
	千円
	千円
	(予算額)

千円
	(要求額)

5,000

千円

	指標①目標
	
	
	
	
	42

	指標①実績
	
	
	
	(推計値)

％
	(推計値)

100％

	指標①達成率
	％
	％
	％
	(推計値)
％
	(推計値)
％

	指標②目標
	
	
	
	
	％

	指標②実績
	
	
	
	(推計値)


	(推計値)

％

	指標②達成率
	％
	％
	％
	(推計値)
％
	(推計値)
％


（前年度の成果）

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○
	空き家等対策における利活用施策として、既存住宅の流通促進を図るため現況検査等の品質担保を支援する事業は必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている

△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

	


（事業の見直し検討）

	


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止

（理由）


